
課題解決支援講座 市町・アバンセ共同企画 ～地域 de マナビィ～ (佐
賀市立兵庫公民館) を開催しました！

生涯学習センター

兵庫町「地域防災」講座                                                          ～わたしができるこ

と・あなたとできること・みんなでできること～

　佐賀県立生涯学習センターでは、県内の市町が抱える地域課題の解決に向けて取組む講座を、市町と共

同して各地域で開催しています。

　ここでは、「地域の防災」をテーマに取り組んだ佐賀市立兵庫公民館の講座の様子をお伝えします。

   

　 　第1回（11月2日） 「防災のススメ ～家庭・地域でできること～」
　

　第1回の講座では、瀧本浩一さん（山口大学大学院 准教授）を講師にお迎えしました。

　

「佐賀県総合防災アドバイザー」も務められている瀧本さんに、防災の考え方、佐賀という地域から見た災

害対応と備えについて等、基本的なことからお話いただきました。

　防災は「災」→「防」というように、「災害が発生したときに何が危険であるか」を明確にし、「それを回避する

ための方法を考えて備える」ということ、見えないところに潜んでいる災害（リスク）を幽霊に例えた説明など、

ユーモアを交えた分かりやすいお話で皆さん聞き入っていました。

 

　 　

「DIG」という災害図上訓練をちょっと体験してみようということで、簡易的な方法で行いました。

　地図上に地域の特徴や想定される災害の被害状況を落とし込み、問題を可視化できたあとは現場検証が

大事だということ、地域を知って理解し、問題への対応をきちんと考える必要性を教えていただきました。

 

　 　第2回（12月1日）　「過去から知る・学ぶ・考える　兵庫のまちの防災」
  　

  　第2回講座では、まずは実際の災害を知ることから学ぼうということで、佐賀地方気象台と筑後川河川事

務所の方々に、それぞれの専門の観点から、平成24年7月の「九州北部豪雨」の状況等の事例報告をしても

らいました。

　

兵庫町は川（クリーク）が多いため、大雨による浸水害には特に注意が必要です！ 

 



　

豪雨時の佐賀市内の状況です。近年は集中豪雨が増加していることが観測データからも言えるそうです。

 

　 　

講座の後半では、兵庫町における過去の災害を振り返る作業を行いました。

　地域の地図（佐賀市洪水ハザードマップ）を囲んで、実際に体験した災害時の状況を書き出したり、危険だ

と感じた場所について意見を出し合いました。

　最後に、グループで出た意見を発表してもらいました。 まちの中心を流れる巨勢川についての意見が多か

ったようですが、広域なまちということもあり、各地区で課題となるポイントもそれぞれ異なっていました。

　「地域の方々の生の声を聞くことができた」「過去の災害の被害について知ることができて参考になった」等

の感想が寄せられ、地域での取り組みの必要性を感じてもらえたようでした。

 

　 　第3回（1月19日）　「災害時に備える・行動するための第一歩」
　

　第3回講座では、前回グループで作業した地図を掲示し、振り返りをしました。

　そして、河川事務所の方より、地域の情報を反映させ、非常時の防災行動に活用できる地域の防災マップ

（マイ防災マップ）作成の紹介や、防災情報の入手方法（テレビ、携帯電話、パソコン）について教えていだき

ました。

　    

 

講座の後半は、外に出て公民館の周辺を歩いてみました。

　「マイ防災マップ」作成時には、現地を歩いて水路や道路状況などを見て確認することも必要であり、見るポ

イントをおさえながら歩きました。

　

巨勢川には河川事務所の水位観測地点があり、初めてその存在を知った方も多かったようです。
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

      

目線を変えると、普段は気づかないもの、見えなかったものが見えてきました。

　平常時にその存在を知っておくと、もしもの時の行動が変わるかもしれませんね。

　公民館に戻ったあとは、自治会会長より今回の講座を受講しての感想を述べてもらい、「これからも地域で

協力して取り組んでいきたい。皆さんの協力をお願いします」と呼びかけられていました。

 

 

講座には、自治会役員の方、民生委員、消防団、長生会（老人会）、PTA、グループホームの職員など、

様々な方々に参加していただきました。

　それぞれの立場でできること、連携して取り組まなければできないこと、これからの行動のヒントなどの気づ

きが得られたようです。

　今後、各自治会での「自主防災組織」の立ち上げも目指しながら、公民館も協力して活動が行われる予定で

す。 これからも兵庫町から目が離せません

 

 

　【受講者の感想より】

　・日ごろの災害に対する備えについて知る機会になった。

　・災害は来ないと思い込んでいたことに気づいた。用心をして防災用品の準備をしようと思う。

　・近くに住んでいるのに地域を知らないことが多くあることに気づいた。

　・地域のことは地域で協力して行動しなければいけないと感じた。

　・これからも防災について勉強し、地域に貢献していきたい。

 

http://www.avance.or.jp/syougai/_1263/_2658/_2674.html
http://www.avance.or.jp/riyou/_1280.html
http://www.avance.or.jp/toiawase.html
http://www.avance.or.jp/_2427.html

